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2007 年  01 月  12 日  

熊野の旅 大敷  

 熊野は山と海しかないところです。 
 目の前の海は太平洋で黒潮が手の届くところを流れています。 
 この黒潮に乗って回遊する魚を獲ろうというのが『大敷網』です。定置網の大きな

ものです。 
 『大敷網』は定置網ですから、大掛かりな網を固定しておいてその中に自然と迷い

込んだ魚群をとるものです。魚群探知機で魚を探して追い掛け回すような訳には行き

ません。極端な話、魚の群れが数メートル先を泳いでいってしまえば網の中は空っぽ

なのです。 
 経験上からその位置は割り出されてきているのですが、今ではその場所はきちんと

メートル単位で指定されています。潮の流れによって沖に出すとか言う変更は一切許

されません。船の航行上からも勝手に変えられたのでは困りますからね。 
 全国的に大敷の網元というのはその土地での名士、金持ちでした。網を張るという

ことはものすごい資本が必要だったからです。その代わりに、いったん豊漁となれば

一夜にして成金になるほどの金が入ったそうです。 
 『そうです』と書いたのは、この半世紀ほどはそんな漁が続いた話を聞かないから

です。 
 漁具、漁法の進歩からくる乱獲もあったのでしょう。さらには海洋汚染で回遊経路

の変化もあったでしょう、さらには海水温の上昇まで影響するものですから、これか

ら先も大敷網で豪邸が建つ時代は来ないのでしょうね。 
 この『浮き』も以前はガラス玉に網をかぶせたものが使われていたのですが、今で

はガラス玉はインテリアでしかお目にかかりませんね。 
 これからが本来なら『鰤』のシーズンです。しかし、近年は大敷に『寒ブリ』がの

ったと言って賑わうことも無くなって来ました。 
 鰤は寒いうちにかかってくれないと、春のブリは寄生虫が居て、商品価値がうんと

下がります。ほとんど、街中には出ていないと思います。気味の悪いものですから… 

 



 カメラは スピグラ 23 
Tags:熊野市 クラシックカメラ 熊野の味     by je2luz | 2007-01-12 11:02 

 

 

 

 

 

2007 年  01 月  13 日  

熊野の旅 鬼ヶ城西口  

 観光スポットの鬼ヶ城には東口と西口があります。 
 これは鬼ヶ城が磯伝いに周遊できるところだからです。 
 一般に観光バスなどがお客さんを連れてゆくのが東口で鬼ヶ城の写真と言うとそ

ちら側の景色です。千畳敷と言われるところもそちらになり、そこから木本側にかけ

て、絶壁につけられた細い周遊路を通って西口に出ると、鬼ヶ脳の雄大さが満喫でき

るのです。 
 ところが、鬼ヶ城は外海に突き出た磯になりますから、ちょっと波が立つと波打ち

際は非常に危険です。海に落ちれば沖に出て救助を待つ意外に手の無いところです。 
 昔は波打ち際沿いに通るコースだったのですが、今ではかなり高いところに移され

ています。 
 そのコースも台風時期には波に洗われ手すりが破損し、磯の切れ目に作った橋など

も流失します。 
 管理責任がうるさく言われるようになり、このコースの管理者の熊野市は数年前の

台風でコースの一部が壊されてから、入り口に『立ち入り禁止』の看板とロープを設

置して観光客の立ち入りを禁止しています。 

 
 元々、観光客でも個人で鬼ヶ城をよく知っている人しか回遊しなかった鬼ヶ城周遊

コースは今では規制を無視する人しか通り抜けません。 
 東口は売店や駐車場もありますが西口は漁協の施設があるだけで観光施設は何も

無いところです、以前はそこそこ観光客が通ったものですが、今ではつり客以外は来



なくなっています。 
 のんびり海を眺めるにはいいスポットなのですが… 
 入り口も分かりにくいのですが、車も数台はとめられますし、時間があれば弁当で

も食べにいかれてはいかがでしょうか。 
 周遊コースの補修計画があるようですから近いうちに周遊できるかもしれません。 
 西口では猫が数匹出迎えてくれます。 
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2007 年  01 月  14 日  

熊野の旅 昭和１4 年頃大泊  

 非常に分かりにくい写真ですが、昭和１４年前後の大泊です。 
 建物は製材所です。ここには戦後もずっと製材所があったのですが、今はなくなっ

て海水浴などの駐車場になっています。 
 向こうのほうに見えるのは大泊の集落ですが、堤防はありません。 
 木本隋道が出来て大泊まで自動車が入るようになり。川には木製の橋がかかってい

るのが見えますが、まだ佐田坂は出来ていません。国道は木本町から評議峠を越えて

いた時代です。 
 大泊の集落もまだ小さなものです。 
 この集落は東南海地震の津波で壊滅的な被害を受けたようです。 
 この地震の記録は全くと言って良いほど残っていません。新聞社などの記録も軍に

よって接収され廃棄されたようです。津波の後では沖合いに家や家財の残骸とともに

死体も浮いていたそうですが見事に記録が消され、それとともに人々の記憶からも消

え去ってしまいました。 
 当時子供であっても記憶に残るほど大きくなっていた人はすでに７０歳の半ばを

越えています。まして、復旧などに駆け回った男たちはほとんど居なくなってしまい

ました。 
 当時には無かった堤防が出来ているとはいえ、今もこの川はそのままです。川をさ

かのぼった津波が堤防の無い部分から集落を襲うのは防ぎようが無いでしょう。 
 集落が当時より少し大きくなっているのと、老人ばかりになっているのが災害のと

きにどう出るか不安になるところです。 



 
Tags:熊野市 モノクロ    by je2luz | 2007-01-14 12:58 | 

 

 

2007 年  01 月  15 日  

熊野の旅 昭和１６年ごろ木本海岸  

 



 この写真は昭和８年・１９33 年１月２日のものです。 
 場所は丁度今の我が家のすぐ前あたりでしょう。 
 ここ、木本町にはこの写真の背景にある岩山と、さらに少し右奥の山の上にある大

きな岩によって、撮影場所が大体特定できるのです。家並みや堤防などと言う人工物

はどんどん変化してゆきますが、これらの侵食、風化した大きな岩はたとえ数百年を

経過してもさほど変化しませんから… 
 この記念写真は祖父が材木商を旗揚げし製材をはじめた頃のものです。昨日の写真

はその製材所のひとつでした。 
 脇に置かれた板には戦後私の兄が製材業を再興したときと同じ商標がつけられて

います。 
 当時はこうした板類が結構多かったようです。板類は一坪入りで縛るのですが紐は

荒縄でした。そして、上の段の職人が乗っているのは角材で当時だと四寸角（12ｃｍ）

でしょうね。 
後ろの瓦屋根は先日取り壊した本家の母屋です。 
 この材木倉庫のある部分に今の国道４２号線が通っています。 
 注目に値するのは、前の石垣です。下の段が護岸で上に切石を二段積み増ししてあ

ります。 
 つまり、木本の地盤と堤防の高さは変わらなかったということです。この高さの石

垣がこれだけ見えているわけで、今はコンクリート製堤防の基礎部分として砂利にほ

とんど埋もれています。砂利が減少し始めて再び現れてきていますが、この時代に比

べ紀伊半島南端は沈下しているようで、この時代のほうが浜に砂利が多く波打ち際が

遠かったそうです。結構短い周期で紀伊半島の南で隆起と沈下を繰り返しているよう

です。 
 この状態のときに東南海地震が発生して津波がこの建物なども壊したようです。 
 今はこの部分に２.５M ほどの堤防が出来ているのですが、伊勢湾台風からこちら

でも台湾坊主の高潮で越えた事があります。ほんの２０年程前ですが、その事実もも

はや忘れられかけています。 
 左の建物の屋根は杉皮で葺いてあり、上の乗った大量の石は台風のときに飛ばされ

ないように置いたものです。戦後しばらくしてトタンが普及してこの式の屋根は消え

てゆきましたが、民家の屋根もほとんどこれだったのです。 
 それから、材木は船で大阪方面に運ばれました。その風景を写した写真があったは

ずなのですが見当たりません。頭に載せて運ぶ『いただき』と言う方法だったのです

が・・・ 
Tags:熊野市 モノクロ 国道４２号線      by je2luz | 2007-01-15 11:21  

 

 

 

 



2007 年  01 月  16 日  

熊野の旅 皇紀２６００年？ 新出町稲荷さん  

 

 この奇妙な集団の正体はどうも皇紀２６００年のお祭りの仮装行列らしいです。 
 場所は新出町稲荷さんで間違いないでしょう。 
 木本祭りであれば山車などが一緒に写っているはずですし、これだけの年代が参加

して記念写真までとったということはかなり大きなイベントです。さらに、山高帽の

厚化粧の人が居るのは多分、チャップリンの真似でしょう。さすれば完全な戦時中で

はないということでしょう。 
 私が生まれる前のことなのでまったく記憶にはありません。しかし、日本津々浦々

で旗行列、ちょうちん行列が行われたそうです。 
 昭和１５年・１９４０年が日本の紀元では２６００年に当たります。今年は皇紀２

６６７年と言うことです。 
 私が育った戦後の日本では中々旗行列やちょうちん行列は行われなくなりました。 
 私が覚えているのは、昭和の大合併で三重県南牟婁郡の 8 ヶ町村が合併して『熊野

市』が誕生したときに小学生、中学生、青年団…みんなで旗行列をしました。合併を

祝う歌が出来て練習させられました。練習したのは三重県南牟婁郡飛鳥村立小坂小学

校の児童のときで。本番は三重県熊野市立小坂小学校の児童のときです。 
 それ以降はこうした団体行動には参加しませんでしたね。学園紛争華やかなりし頃

のデモにも参加せず、歩いたのは神宮球場から大学までリーグ戦優勝祝賀で歩いたく

らいですね。新宿での馬鹿騒ぎを楽しみに… 
 ちなみに、平成の大合併の時には旗行列も何もありませんでしたよ。 
 昭和のときの歌もよく覚えていませんが… 
 『・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



 有井･木本・新鹿 
 神川･五郷 
 荒坂・飛鳥・泊村？？？ 

  
 やつの町・村すべ合わせ 
 いま新しく 生まれたり 
 熊野・熊野市 栄えあれ…』 
 なんて物でしたが、それ以降歌われたことも無いものですね。  
Tags:熊野市 モノクロ              by je2luz | 2007-01-16 12:28 

 

 

 

 

2007 年  01 月  17 日  

熊野の旅 昔はどこの家にもあった物ですが・・・  

 昭和３０年頃から姿を消して言ったものがたくさんあります。 
 電化製品の普及や『新生活運動』に後押しされてどんどん普及した家庭用品の新製

品で生活様式が大きく変わっていった時代でした。 
 先ごろ片付けた本家の物置には大して古いものは無いのですが、戦前から戦後に掛

けての物が残っていました。今の人は郷土資料館とかで見たことがある程度のもので

しょうが、わたしの世代ならかすかに記憶があるとか、使い方は推測できると言うも

のが多いです。 

 

 これは魔法瓶式のジャーが普及するまでは全国的に使われていた、ご飯の保温器で

す。これは結構大きなもので二升用の「おひつ」が納まるようです。この中に木のお

ひつを入れておくと炊き立てのご飯も冷めにくいというものです。暖房も無く寒い家

の中でほんのりとでも温かみの残ったご飯はありがたかったものなのです。 



 大都市では都市ガスが割りと古くから引かれましたが、ほとんどのところではお湯

一つ沸かすにも七輪に火を起こさないといけなかった時代です。蒸し器でご飯を温め

るなんて簡単にはできなかったのです。 
 これは、お櫃の大きさに合わせて用意されていました。おかずが少ない時代は一食

一合以上食べましたし、来客にはご飯を出すことが一般的でしたので、二升のおひつ

なども少し人の出入りのある家では当たり前でした。 
 東北とかではこうしたものに赤ん坊を入れて野良仕事に連れて行ったそうです。絵

本では見たことはありますが、実際に使用しているのは見たことが無いです。この辺

りでは使わなかったのかもしれません。  
Tags:熊野市 熊野の味         by je2luz | 2007-01-17 11:33  

 

 

 

 

2007 年  01 月  18 日  

熊野の旅 上から見ると・・・  

 松本峠の横にある展望台から下界を見ると木本町と井戸町がほとんど見えます。 
 物凄く狭い町です。 
 家が密集しているので『町』ですが、今ではこのぎっしり建った家に住んでいるの

は平均２名も無いのでしょうね。随分、空き家も多いですし・・・ 
 我が家も見えています。 

 



 音から逃れるために国道から引っ込めて家を建てたので、この角度からだと非常に

目立ちませんが… 
 この狭い範囲でネタ探しですから手詰まりになって当たり前ですね。 

 
 無精者だからたったこれだけしか離れていないのですが、ここまで来るのでも考え

ちゃいますからね… 
 今日は駅前の『観光公社』とかへ入ってみました。 
 斜め前の『観光協会』とどこが違うのでしょうね？？？  
Tags:熊野市 熊野古道           by je2luz | 2007-01-18 16:02 

 

 

 

 

2007 年  01 月  19 日  

熊野の旅 古城・鬼ヶ城  

 『鬼ヶ城』は太平洋に突き出した小さな岬にある波に浸食されて出来た洞穴の部分

を言いますが。その磯の天辺に城跡があります。 
 『城』と言ってもお堀をめぐらせ石垣を積み白壁の塀が連なるお城ではありません。

それより古い形の山城の跡です。見晴台の要素の方が強いようなものです。 
 その後ろの部分に東屋が建てられて展望台になっています。 
 私に家の前からの写真にはいつも小さく写っている物ですが、南に向かっては物凄

く見通しの良いところです。 
 この山を最後にリアス式海岸は終わり。熊野川河口までは緩やかな弓状の砂利浜が

続き遮る山はありません。地上を移動するものもはるか七里も先から発見できます。 
 海を来る船も昔は陸地沿いを来ましたから潮岬を回り太地の梶取岬に掛かればは

っきり見えてきます。まさに、物見の場所としては最高の場所です。 
 北からの物はせいぜい足元の磯崎が見えるくらいで全く何も見えないのでそちら

側の『猪の鼻』（いのはな）の岬に見張り台を置かなくてはならなかったでしょうね。 
 ただ、ここには坂上田村麻呂に滅ぼされた豪族のタガマルのほかに大きな豪族も無

く、戦国大名も居ませんでしたから、お城らしいお城が作られることはありませんで

した。 
 この少し先に太平洋戦争中には在郷軍人が管理する小さな機関砲台があったそう

です。 
 木本のように小さくて産業も無い町は空襲の対象にはならなかったのですが、パル

プ工場のあった新宮は何度も空襲にあい焼かれました。そして、そのついでにグラマ

ン戦闘機が低空で無防備の海岸線を飛んだそうですが、よせばいいのに在郷軍人が

「ダダダッ」とやったのだそうです。そのあくる日からグラマンの機銃掃射があり、

木本の南の辺りは被弾しました。先日取り壊した家には十数発入っていたそうです。

そして、斜め前の家の人が防空壕に入らず押入れに居たため被弾してこの町でのただ

一人の犠牲者になったそうです。これも、防災の基本を無視したための落命だったよ

うです。 



 B２９ではなく艦載機からの攻撃だったので焼夷弾が雨のように降ると言うもので

はなかったため町が焼かれずにすみました。 
 紀伊半島は海に突き出していても、防衛線をしく価値もない場所だったようです。 
 このパノラマ写真で見える平野が全てなのですから… 

 
 二枚の写真を合成したものです。 
 カメラはスピードグラフィック 23  
Tags:熊野市 熊野古道 クラシックカメラ     by je2luz | 2007-01-19 12:18 

 

 

 

 

2007 年  01 月  20 日  

熊野の旅 熊野市駅前 今昔  

 熊野市駅がまだ紀伊木本駅だった頃が駅前が一番賑やかだったでしょうね。 
 佇まいは今も昔もほとんど変わっていません。何軒もあった『駅前食堂』が一軒だ

けになり、これも何軒もあった『駅前旅館』なくなっています。 
 今でも、駅のすぐそばには『熊野市役所』があります。この役所は潰れることが無

く職員は居ますが、人数は昔に比べ行政改革で減っているのに加え、福祉部門や衛生

部門が離れた施設に出て行って少し減りました。一年ほど前に合併して職員数は少し

増えていますが、これも是正されて元の数に戻るのでしょう。 
 この界隈には『電電公社』もありました。昔は交換手がいたし修理部門もあったの

で大人数の営業所でした。交換手のための「無認可保育所」があった l くらいです。 
 この電電公社は自動交換電話になり交換手が居なくなり、更に NTT になってここ

の営業所自体が廃止されてしまいました。 
 熊野市駅もかつては貨物部門まで併設され大人数の駅でしたが今では最盛期の

1/4 も居ないでしょう。 
 今でも、電電公社の建物は残っていますがこれは買い手がいないというのが実情の

ようです。 
 このような世の中の変化で、この周辺で働く人はおおよそ２００人ほど減ったよう

です。 
 サラリーマンがそれだけ減ると、いくら弁当持ちの職員が多くてもその中の外食族

も減ります。市役所の周辺にはこれらの職場と列車のお客を目当ての食堂が結構成り



立っていたのですが、今ではその賑わいはありませんね。 
 そもそも狭い町なので市の職員のかなりの部分が昼休みに家に帰って食事が出来

るのですから… 
 田舎町に多いのですが、駅前や商店街の活気がなくなると役所の庁舎の立派さばか

りが目に付いてきます。 
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2007 年  01 月  21 日  

熊野の旅 熊野市駅前 看板  

 国鉄と言われた時代、鉄道沿線には『野立て看板』が一杯あったものです。東海道

本線のような幹線では家が無くても看板がある、田圃や野原に小屋があればその壁に

看板が掛けてある…という状況でした。子供の頃に旅をすると車窓から見えるその看

板のお陰で退屈しないで済んだものです。 
 「仁丹」「乃木学生服」「救心」「世界長」「月星」…それらのうちでホーローのもの

は今では高い値が付くとか… 
 この時代は駅前にはどこの駅でも一杯看板がありました、急行停車駅ともなると食



堂や土産物屋もあり看板だらけでした。 
 そのうちに、お役所が『歓迎・○○町』なんて看板も上げるようになって来ました。

これは、鉄道の駅前から始まったのですが、今では主力は国道などの主要道路の行政

境界付近に立てるものが多くなっていますね。 
 熊野市駅前もかつては大きな二階建ての下は土産物屋上は大食堂と言う大型の店

舗、三重交通、奈良交通の切符販売所、土産物とタバコの店、大衆食堂兼宿屋、大衆

食堂…このようにずらりと並んで、それぞれに看板競争をしていました。競争するだ

け鉄道を利用する観光客がいたということです。 
 今では、鉄道を利用して観光に来る人は物凄く少ないですね。 
 公共交通機関がほとんど機能しない田舎へ鉄道で着くとその先が大変です。 
タクシーを使う以外には観光スポットのも行けない場合が多いですからね。それに、

隣の駅に向かおうにも各駅停車の列車は一時間に一本も無いようでは・・・ 
 そんな駅前はどんどん寂れます。看板も色あせてきます。 
 熊野市の駅前の看板が急に新しくなりました。 
 どうやら、この雰囲気では建物のオーナーがサービスで看板を上げたのではなさそ

うですね。 
カメラのある位置はつい最近オープンした『熊野市観光開発公社』というものです

し…それを含めお役所の仕事も様な気がしますね。看板のある建物は民間の物ですが

… 
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